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コ
ー
ド
を
参
照
）
賃
金
の

原
資
と
な
る
労
務
費
に
対

す
る
買
い
た
た
き
が
許
さ

れ
な
く
な
り
、
か
つ
て
な

い
賃
上
げ
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
運

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

一
般
消
費
者
の
理
解
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

組
合
で
は
「
地
図
に
残

る
、
未
来
を
作
る
。
そ
ん

な
職
人
た
ち
の
明
日
を
守

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
掲
げ
、
配
布
し
た
テ
ィ

ッ
シ
ュ
に
は
、
建
設
業

の
人
手
不
足
の
深
刻
さ

や
賃
金
改
善
の
必
要
性

を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を

同
封
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
木
津
副
執
行
委
員

長
、
佐
藤
賃
金
対
策
部

長
、
谷
口
賃
金
対
策
副

部
長
、
書
記
局
３
人
が

活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
例
年
は
10
時
頃
か

ら
行
動
を
開
始
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
よ

り
た
く
さ
ん
の
方
に
職

人
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
通
行
人
が

最
も
多
く
な
る
８
時
半

れ
に
く
い
状
況
が
長
年
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
第
三
次
担
い
手

３
法
が
全
面
施
行
と
な
り
、

国
土
交
通
省
に
よ
り
標
準

労
務
費
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。（
詳
細
は
左
記
２
次
元

　

「
あ
っ
！

ま
た
め
げ
た

ー
！
」
つ
い

に
き
た
か
負

の
連
鎖
。
今

我
が
家
の
家

電
界
隈
で
は

絶
望
の
ド
ミ

ノ
倒
し
が
絶
賛
開
催
中

で
あ
る
。

　

幕
開
け
は
と
あ
る
冬

の
日
。
事
務
所
の
温
風

ヒ
ー
タ
ー
だ
。
い
く
ら

待
っ
て
も
暖
か
く
な
ら

な
い
な
と
思
っ
て
い
た

ら
「
私
は
も
う
熱
く
な

れ
な
い
の
」
と
冷
酷
に

引
退
宣
言
。
別
れ
を
惜

し
む
間
も
な
く
翌
日
に

は
同
じ
く
事
務
所
の
蛍

光
灯
が
沈
黙
。
さ
ら
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
自
宅
の
洗
濯
機
が

脱
水
中
に
狂
っ
た
よ
う

に
踊
り
だ
し
、
再
起
不

能
に
。
高
額
の
出
費
の

計
算
で
頭
を
抱
え
る
私

に
テ
レ
ビ
の
画
面
が

「
動
け
な
い
」
と
フ
リ

ー
ズ
。
こ
れ
は
電
源
を

抜
い
て
再
起
動
で
生
き

返
り
は
し
た
も
の
の
、

次
は
冷
蔵
庫
か
、
は
た

ま
た
私
の
精
神
か
。
全

て
十
年
以
上
の
選
手
だ

か
ら
と
は
い
え
「
順
次

退
職
」
い
や
「
一
斉
退

職
」
な
の
か
と
い
う
恐

怖
に
「
ま
ぁ
し
ゃ
ー
な

い
か
」
と
も
は
や
笑
う

し
か
な
い
。
そ
ん
な
私

の
横
で
笑
え
て
い
な
い

か
み
さ
ん
が
居
る
の
に

気
づ
き
、
う
ー
ん
、
分

ら
ん
で
も
な
い
け
ど
…

怖
っ
！（
け
ん
ち
ゃ
ん
）
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【
賃
金
対
策
部
】建
設
業
に
従
事
す
る
職
人
の
処

遇
改
善
を
求
め
て
、
４
月
21
日
に
岡
山
駅
前
で
街

宣
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
役
員
３
人
、

書
記
局
３
人
の
計
６
人
が
参
加
し
て
通
行
人
に
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
建
設
業
の
現
状
へ
の
理
解

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

https://www.okayamakenro.or.jp/
　

建
設
現
場
で
は
資
材
価

格
の
高
騰
や
慢
性
的
な
人

手
不
足
が
続
き
、
技
能
者

の
負
担
が
増
大
し
て
い
ま

す
。
特
に
中
小
事
業
者
や

一
人
親
方
を
中
心
に
、
適

正
な
賃
金
水
準
が
確
保
さ

職
人
の
処
遇
改
善
訴
え
る

現
状
の
理
解
求
め
街
宣
行
動

　

令
和
８
年
度
か
ら
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
」
が
開
始
さ
れ
、
建
設

国
保
で
は
５
月
分
保
険
料

よ
り
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
、

本
人
・
家
族
と
も
１
人
当

た
り
月
額
４
０
０
円
の
徴

収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
全
て
の
被
保
険

者
（
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
以

前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は

全
額
免
除
）
で
す
。
月
末

に
発
送
さ
れ
る
請
求
書
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
全
て
の
世

代
や
企
業
か
ら
支
援
金
を

拠
出
し
、
子
育
て
施
策
の

拡
充
に
充
て
る
た
め
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。
現
在
の

現
役
世
代
が
将
来
高
齢
者

と
な
っ
た
と
き
の
社
会
を

支
え
る
の
は
子
ど
も
た
ち

で
す
。
経
済
的
負
担
の
軽

減
や
育
児
環
境
の
改
善
を

目
指
し
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
支

え
合
い
の
循
環
を
作
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
な
お
徴

収
し
た
支
援
金
の
使
途
は
、

全
て
法
律
で
子
育
て
支
援

関
係
に
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
流
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
の
詳
細
は
こ
ど
も

家
庭
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
こ
ど
も
家
庭
庁
公

式
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

支援金制度が開始
引き落とし金額の確認を

こども家庭庁
ホームページ

「子ども・子育て支援
金制度について」

こども家庭庁
公式note
「最近話題の

『子ども・子育て支援
金制度』について」

職人たちの想いをこめたティッシュを配る佐藤賃金対策部長

標準労務費
ポータルサイト

か
ら
行
動
を
開
始
し
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
で
き
な

か
っ
た
人
に
も
の
ぼ
り
旗

な
ど
を
活
用
し
て
、
職
人

の
処
遇
改
善
、
賃
金
引
き

上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

賃
金
対
策
部
で
は
今
後

も
行
政
や
事
業
者
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
処
遇
改
善

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　【
木
津
副
委
員
長
】私
た

ち
が
担
う
建
設
業
は
災
害

復
旧
や
社
会
の
イ
ン
フ
ラ

維
持
に
欠
か
せ
な
い
仕
事

で
す
。

　

一
方
で
、
現
場
の
実
態

や
深
刻
な
担
い
手
不
足
で

あ
る
こ
と
は
、
ま
だ
十
分

に
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
消
費
者
の
皆

さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。

　【
佐
藤
賃
金
対
策
部
長
】

今
年
度
も
無
事
、
街
頭
宣

伝
行
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

街
宣
行
動
の
よ
う
に
、
一

つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
活
動

で
も
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

大
き
な
一
歩
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

今
後
も
賃
金
対
策
部
の

活
動
に
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

全国安全週間
期間：７／１㈬～ ７／７㈫

【スローガン】
多様な人材　全員参加
みんなで育てる安全職場

建設
国保
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下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

状
況
で
も
２
支
部
が
年
間

組
織
実
増
を
果
た
す
と
い

う
成
果
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
の
組
織
拡
大
月
間
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
組
合

で
は
年
間
を
通
じ
て
新
加

入
者
の
掘
り
起
こ
し
に
よ

る
組
織
拡
大
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
年
間

拡
大
目
標
達
成
に
向
け
、

一
人
ひ
と
り
が
目
標
達
成

へ
の
自
覚
を
持
ち
、
引
き

続
き
積
極
的
な
声
か
け
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

室
内
で
も
熱
中
症
に
注
意

迅
速
な
行
動
が
命
を
守
る
鍵

　
【
組
織
対
策
部
】３
月
末

時
点
の
組
織
人
員
が
４
年

連
続
で
減
少
す
る
中
、
組

織
実
増
へ
の
反
転
を
目
指

し
、
４
月
か
ら
５
月
の
２

カ
月
間
に
渡
り
加
入
促
進

に
取
り
組
ん
だ
「
春
の
組

織
拡
大
月
間
」
が
終
了
し

ま
し
た
。
拡
大
目
標
人
数

の
達
成
に
向
け
て
先
頭
に

立
っ
た
役
員
、
そ
し
て
と

も
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
の
全
建
総

連
の
組
織
情
勢
は
、
平
成

４
年
６
月
に
60
万
組
織
を

達
成
し
て
以
来
、
令
和
7

年
３
月
末
に
33
年
ぶ
り
に

60
万
人
の
大
台
を
割
り
、

令
和
８
年
３
月
末
時
点
で

は
前
年
同
月
比
１
０
，
０

４
０
人
減
の
58
万
９
，
４

５
２
人
と
な
っ
て
お
り
、

同
時
期
と
し
て
は
５
年
連

続
の
減
勢
と
い
う
結
果
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

建
労
岡
山
に
お
い
て
も
、

令
和
７
年
度
は
７
２
２
人

の
加
入
が
あ
っ
た
一
方
、

１
，
１
１
０
人
が
脱
退
し

て
お
り
、
令
和
８
年
３
月

末
時
点
の
組
織
人
員
は
３

８
８
人
減
の
１
０
，
９
３

３
人
と
、
１
万
１
千
人
を

　

限
度
額
認
定
証
の
利
用

や
各
種
給
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
建
設
国
保
に
加

入
し
て
い
る
方
全
員
の
所

得
情
報
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
は
令
和
７
年

度
確
定
申
告
の
課
税
情
報

を
利
用
し
、
令
和
８
年
８

月
以
降
の
課
税
所
得
区
分

を
判
定
し
ま
す
。

　

世
帯
内
に
確
定
申
告
の

未
申
告
者
が
い
た
場
合
、

課
税
所
得
区
分
の
正
し
い

判
定
が
で
き
ず
、
一
番
高

い
区
分
（
ア
ま
た
は
現
役

並
Ⅲ
）に
設
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
限
度
額
認

定
証
の
負
担
額
が
高
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
高
額
療

養
費
や
償
還
金
、
医
療
共

済
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
に
な

る
の
は
建
設
国
保
に
加
入

し
て
い
る
16
歳
以
上
の
方

全
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
も
対

象
）
で
す
。
住
民
票
の
登

録
が
あ
る
市
区
町
村
へ
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
無

積極的な声かけ行動を
２支部が年間組織実増を果たす

春の拡大月間終了熱中症による緊急搬送状況

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

無
収
入
で
も
申
告
必
要

家
族
の
収
入
状
況
の
確
認
を

　

総
務
省
消
防
庁
の
報
道

発
表
に
よ
る
と
、
令
和
7

年
は
梅
雨
明
け
が
早
く
平

均
気
温
も
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
の
発
表
回
数
が
過
去

最
多
と
な
り
ま
し
た
。
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者

数
も
平
成
20
年
以
降
過
去

最
多
で
10
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
発
症
場
所
は
室
内

が
約
半
数
を
占
め
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
６
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

室
内
で
エ
ア
コ
ン
を

28
度
設
定
に
し
て
も
、

実
際
の
室
温
が
30
度
を

超
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
や
乳
幼
児

は
体
温
調
節
機
能
が
う

ま
く
で
き
な
い
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
を
疑
う
症
状

が
出
た
ら
、
涼
し
い
場

所
で
水
分
補
給
を
行
い

身
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。
呼
び
か
け
に
反
応

し
な
い
、
水
分
が
取
れ

な
い
等
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
直
ち
に
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
方
の
協
力
も
命

を
守
る
大
切
な
行
動
で

す
。

第42回青年技能競技大会
【開 催 日】令和８年７月26日（日）
【開催場所】�建労岡山支部（岡山市北区東古松１-14-１）
【対　　象】�全国大会開催年度において、満36歳以下

（生年月日が平成２年４月１日以降）の者
【課　　題】四方転び踏み台
【競技時間】６時間
【申込締切】令和８年６月12日（金）
　※今大会から競技課題が変更されています。
　※県大会出場者には出場手当10,000円を支給します。
　※�課題を完成させ優秀な成績を収めた選手には、９月
に開催される全国大会の出場権が与えられます。

　※その他詳細は所属支部まで問い合わせてください。
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我が家はバスケ一家

家族で楽しみ日々充実

　
【
青
年
部
　
髙
羽
拓

人（
34
歳
・
倉
敷
）】
私

は
５
人
家
族
で
３
人
の

娘
が
い
ま
す
。
長
女
は

中
学
校
３
年
生
で
、
バ

ス
ケ
部
の
副
キ
ャ
プ
テ

ン
を
し
て
い
ま
す
。
長

女
の
影
響
で
小
学
生
の

２
人
の
娘
も
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
始
め
、
さ
ら

に
妻
も
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
コ
ー
チ
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
い
つ
の
ま
に
か

我
が
家
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
中

心
の
生
活
を
送
る
バ
ス
ケ

一
家
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

休
み
の
日
に
は
家
族
で

試
合
観
戦
に
出
掛
け
た
り
、

家
で
は
練
習
の
相
手
を
し

た
り
と
バ
ス
ケ
漬
け
の
毎

日
で
、
と
て
も
楽
し
く
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
長
女
も
、
６
月

か
ら
始
ま
る
部
活
動
最
後

の
大
会
を
も
っ
て
引
退
と

な
り
ま
す
。
父
親
と
し
て

は
娘
の
試
合
が
見
れ
な
く

な
る
の
は
寂
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と

と
も
に
悔
い
の
な
い
よ
う

最
後
ま
で
全
力
で
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

木造建築物の組立て等作業主任者
技能講習のお知らせ

【実 施 日】�１日目：令和８年７月４日（土）
２日目：令和８年７月５日（日）
※２日間の受講が必要です。

【時　　間】午前９時～午後５時
【実施場所】岡山県建設労働組合本部会館
【定　　員】40人（定員になり次第締め切り）
【受 講 料】11,000円（テキスト代含む）
【受講資格】�実務経験が３年以上かつ21歳以上

の者
【締　　切】令和８年６月19日（金）
※詳細は所属支部まで問い合わせてください。

収
入
の
方
も
収
入
が
な
い

と
い
う
非
課
税
証
明
の
た

め
『
ゼ
ロ
申
告
』
が
必
要

で
す
。
お
住
い
の
市
区
町

村
役
場
に
て
住
民
税
の
申

告
を
行
う
際
、
同
時
に
ゼ

ロ
申
告
が
で
き
ま
す
。
無

収
入
の
方
は
確
定
申
告
の

必
要
が
な
い
と
税
務
署
や

税
理
士
か
ら
伝
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
建

設
国
保
で
は
必
要
で
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
し
て
か
ら
建
設
国

保
へ
所
得
情
報
が
反
映
さ

れ
る
ま
で
に
１
カ
月
ほ
ど

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

急
な
入
院
や
高
額
な
治
療

を
行
っ
た
時
に
所
得
情
報

が
確
認
で
き
ず
限
度
額
認

定
証
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
場
合
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
医
療
費
を
全
額
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご

家
族
の
収
入
状
況
、
確
定

申
告
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

世
帯
内
の
未
申
告
者
の

確
認
は
支
部
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

�仕事場❶…工事現場・工場・作業所等
仕事場❷…田畑・森林・海・川等

令和７年
５月〜９月

住居
38.1％

仕事場❶10.5％

仕事場❷2.2％
教育機関3.5％

公衆（屋内）
8.4％

公衆（屋外）
12.1％

道路
19.7％

その他5.4％

建労岡山組織人員の推移（平成30年度末～令和７年度末）

11,291

（人）
11,599

11,796 11,850 11,836 11,670

11,321

10,933

H30	 R1	 R2	 R3	 R4	 R5	 R6	 R7
(すべて年度末時点のデータ)
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スマホで24時間365日、電子申請できます
お住まいの市（区）役所または町村役場の国民年金担当窓
口や郵送でも手続きできます。制度や手続きの詳細は下記
まで。

建労岡山組合員専用ID

ID:cc016772
（パスワードは
IDと同じです）

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】令

和
７
年
６
月
か
ら
企
業
は

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
熱
中
症
対
策
に

組
合
提
携
で
学
費
割
引

日
建
学
院
で
資
格
取
得
を

育児免除制度始まる
スマホで電子申請も可能

本
部
　

　
役
員
紹
介

　
【
技
術
対
策
部
】建
設
業

界
に
お
い
て
資
格
取
得
は
、

単
な
る
知
識
の
証
明
に
留

ま
ら
ず
「
安
全
の
確
保
」

「
業
務
範
囲
の
拡
大
」「
給

料
ア
ッ
プ
」
を
叶
え
る
た

め
の
不
可
欠
な
武
器
と
な

り
ま
す
。
国
家
資
格
等
の

取
得
に
お
い
て
は
、
事
前

講
習
の
受
講
が
大
変
有
効

で
す
が
、
受
講
料
の
負
担

が
大
き
く
、
独
学
で
の
受

験
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

も
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
資
格
取
得
の

補
佐
的
な
支
援
策
と
し
て
、

昨
年
10
月
か
ら
日
建
学
院

と
受
講
料
の
割
引
に
関
す

る
業
務
提
携
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　

日
建
学
院
は
岡
山
県
下

全
域
を
対
象
に
、
建
築
士

や
施
工
管
理
技
士
を
は
じ

め
と
し
た
建
設
業
に
特
化

し
た
資
格
の
た
め
の
各
種

講
習
を
実
施
し
て
お
り
、

　

近
年
実
績
と
し
て
は
令

和
７
年
度
１
級
建
築
士
学

科
試
験
で
は
県
下
合
格
占

有
率
が
75
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
業
務
提
携
に
よ

り
、
建
労
岡
山
の
組
合
員

に
限
り
「
組
合
員
特
別
価

格
」
で
講
習
を
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、

日
建
学
院
を
通
じ
て
資
格

取
得
を
検
討
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

適
用
対
象
者

　

組
合
員
全
て

特
別
学
費

（
受
講
料
の
割
引
）

・�

通
常
学
費
15
万
円
以
上

の
講
座
→
３
万
円
引
き

・�

通
常
学
費
8
万
円
以
上

15
万
円
未
満
の
講
座
→

２
万
円
引
き

　

（
全
て
税
抜
金
額
）

対
象
講
座

　

建
築
士
、
施
工
管
理
技

士
等
の
日
建
学
院
が
開
講

し
て
い
る
全
て
の
講
座
。

（
た
だ
し
、
法
定
講
習
は

除
く
）

そ
の
他

　

各
講
座
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
講
座
形
態
（
通

学
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）、特
別
学

費
な
ど
の
詳
細
、
受
講

申
込
み
は
日
建
学
院
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

割
引
の
適
用
を
受
け

る
に
あ
た
り
、
申
し
込

み
の
際
に
必
ず
「
建
労

岡
山
の
組
合
員
」
で
あ

る
旨
を
日
建
学
院
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

受
講
料
納
入
後
の
割
引

や
、
日
建
学
院
の
他
の

割
引
制
度
と
の
併
用
は

で
き
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

私
た
ち
建
設
職
人
の
処

遇
改
善
を
訴
え
る
活
動
や

賃
金
実
態
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
創
設
・
拡

充
等
に
向
け
た
自
治
体
要

請
行
動
な
ど
司
る
賃
金
対

策
部
は
、
仕
事
の
基
盤
に

も
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な

担
当
部
で
す
。

　

現
在
、
部
長
は
佐
藤
雅

　

今
年
10
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
の
育
児
免
除
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
従
来

の
産
前
産
後
免
除
制
度

（
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
カ
月
間
、
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ

月
前
か
ら
６
カ
月
間
）
に

加
え
、
新
た
に
次
世
代
育

成
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

れ
る
制
度
で
す
。

　

子
ど
も（
実
子
・
養
子
）

を
育
て
て
い
る
方
（
父

母
・
養
父
母
）
は
、
申
請

す
る
こ
と
で
月
額
保
険
料

の
１
７
，
９
２
０
円
（
令

令和8年6月より入院時食事療養費の
標準負担額が改定されます

この改定は近年の食材料費や光熱費の高騰を踏まえ厚生労
働省により見直されるものです。これに伴い、自己負担額
は所得区分に応じて１食あたり20円から40円引き上げら
れます。

区分
自己負担額（１食）

令和８年
５月31日まで

令和８年
６月１日から

課税 一般（下記以外） 510円 550円

非課税

オ・低所得Ⅱ
※�過去1年間の
入院が90日
以上の方

240円 270円

※190円 ※220円

低所得Ⅰ 110円 130円
※�非課税世帯の方で入院日数が90日を超えた方は「長期該当」の申請
をしないと220円の減額の適用は受けられません。所属支部へ申請
してください。

弘
さ
ん
（
都
窪
・
建
具
／

写
真
左
）、副
部
長
は
谷
口

安
平
さ
ん
（
英
田
・
大
工

／
写
真
右
）
が
務
め
て
い

ま
す
。
１
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
る
賃
金
街
宣
行

動
は
「
全
国
一
斉
宣
伝
行

動
」
の
一
環
と
し
て
毎
年

春
に
実
施
し
て
お
り
、
一

般
消
費
者
に
向
け
て
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
り
、
建
設
職

人
の
賃
金
引
き
上
げ
へ
の

理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）の
登
録
・

活
用
推
進
や
仲
間
の
賃

金
未
払
い
、
請
負
代
金

の
不
払
い
相
談
、
各
種

法
改
正
に
関
す
る
周
知

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

仕
事
の
底
上
げ
と
環
境

整
備
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
建
設
業
界
を
目

指
し
て
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

国民年金保険料

　本紙の広告スペースに求人
情報を掲載しませんか。希望
する事業所は所属支部へ問い
合わせてください。
※�掲載にあたり、労働条件等
に関する交渉には組合は一
切関与いたしません。
※�紙面の都合に
より掲載月の
希望には添い
かねる場合が
あります。

求人掲載
事業所募集

組合員価格で購入可
熱中症対策にポカリスエット

ミドリ安全

処遇改善を実らせましょう

日建学院
▼問い合わせ先
☎086-223-8860

日本年金機構
特設ページ

マイナポータル
（電子申請）

和
８
年
度
）
が
免
除
と
な

り
ま
す
。
免
除
期
間
は
子

ど
も
が
１
歳
に
な
る
誕
生

日
の
前
月
ま
で
で
、
保
険

料
を
納
付
し
た
も
の
と
し

て
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
お
住
ま
い

の
市
（
区
）
役
所
ま
た
は

町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓

口
や
郵
送
で
の
手
続
き
が

可
能
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
ス
マ
ホ
で
電
子

申
請
も
可
能
で
す
。

　

制
度
の
概
要
や
手
続
き

の
詳
細
は
、
下
記
２
次
元

コ
ー
ド
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

は
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が

基
本
で
す
。

　

建
労
岡
山
で
は
「
ミ
ド

リ
安
全
ド
ッ
ト
コ
ム
」
と

い
う
通
販
サ
イ
ト
に
組
合

員
専
用
Ｉ
Ｄ
を
設
け
て
お

り
、
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と

で
、ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト（
粉

末
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
を

組
合
員
価
格
で
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
組
合

員
専
用
Ｉ
Ｄ
は
上
図
参
照
。

　

Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
ミ
ド
リ
安
全
【
公
式

通
販
サ
イ
ト
】
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
ロ
グ
イ
ン
マ
イ
ペ

ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク
の
上
Ｉ

Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
価
格
商
品
は
特

価
商
品
一
覧
ペ
ー
ジ
よ
り

確
認
で
き
ま
す
。
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ
ト
以
外
に
安
全
靴
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
が
数
種
類

組
合
員
価
格
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

特
価
商
品
に
つ
い
て
は

ミ
ド
リ
安
全
に
見
積
り
を

行
う
こ
と
で
新
た
に
追
加

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

見
積
り
希
望
の
商
品
が
あ

れ
ば
所
属
支
部
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
登

録
反
映
に
は
時
間
が
か
か

る
旨
を
了
承
く
だ
さ
い
。

ミドリ安全
通販サイト

令和８年
10月〜

hon108


hon108

組合員の方は所属支部までＩＤパスワードをお尋ねください
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し
た
今
は
、
主
に
奥
さ

ん
と
共
通
の
知
人
の
３

人
で
楽
し
む
こ
と
が
多

く
、
ま
た
県
内
や
福
山

エ
リ
ア
の
コ
ン
ペ
に
よ

く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
の
魅
力
の
一

つ
に
、
新
た
な
仲
間
も

で
き
て
交
友
を
深
め
や

す
い
と
い
う
点
が
あ
り
、

東
川
さ
ん
も
「
仕
事
関

係
で
よ
く
誘
わ
れ
ま
す

が
、
初
対
面
の
人
と
で

も
す
ぐ
打
ち
解
け
て
楽

し
み
な
が
ら
コ
ー
ス
を

廻
れ
ま
す
」
と
話
し
、

加
え
て
ゴ
ル
フ
場
の
食

事
や
温
泉
も
楽
し
み
の

ポ
イ
ン
ト
で
、
旅
行
気

分
も
味
わ
え
る
と
言
い

ま
す
。
東
川
さ
ん
は
ゴ

ル
フ
を
本
格
的
な
競
技

ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る
つ

も
り
は
な
く
、
あ
く
ま

で
家
族
や
仲
間
達
と
将

来
に
渡
っ
て
楽
し
む
趣

味
と
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

年
齢
問
わ
ず
プ
レ
ー
で
き

る
ゴ
ル
フ
は
、
建
労
岡
山

で
も
多
く
の
組
合
員
が
楽

し
ん
で
お
り
、
東
川
さ
ん

も
そ
の
一
人
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は

22
歳
の
時
。
前
の
会
社
で

同
僚
か
ら
誘
わ
れ
た
の
を

機
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に

虜
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

で
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等
の

動
画
を
見
な
が
ら
知
識
を

習
得
し
た
り
、
多
い
時
は

週
に
一
度
練
習
場
に
通
い

シ
ョ
ッ
ト
の
練
習
を
し
た

り
、
楽
し
み
な
が
ら
技
術

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
し

た
。
始
め
た
当
初
の
目
標

で
あ
る
ス
コ
ア
１
０
０
切

り
も
早
々
に
達
成
。
結
婚

最
初
練
習
を
始
め
た
と
き

に
は
手
も
足
も
出
せ
ま
せ

ん
。
で
す
が
練
習
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ

動
け
る
よ
う
に
な
り
、
三

カ
月
も
す
る
と
不
思
議
な

こ
と
に
無
心
で
踊
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。
指
導

し
て
く
だ
さ
る
先
生
の
お

か
げ
で
す
。

　

家
の
用
事
で
疲
れ
て
い

る
日
で
も
、
夕
方
に
は
週

一
回
の
練
習
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
踊
り
を
通
じ
て

仲
良
く
な
っ
た
皆
で
「
手
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鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

妻とも楽しむゴルフ
仲間増えて交友深まる

笠岡支部 東川 聖さん（配管工・31歳）

苫田西支部
駒牧　映子

　

日
本
舞
踊
を
習
っ
て
も

う
二
十
数
年
に
な
り
ま
す
。

日
本
舞
踊
に
お
け
る
五
大

流
派
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
『
藤
間
流
こ
む
ら
さ
き

会
』。藤
間
流
は
緩
や
か
な

舞
踊
が
特
徴
で
す
。
家
が

近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

藤
間
藤
由
哉
先
生
の
元
で

踊
り
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

一
年
間
に
三
曲
覚
え
、
発

表
会
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
言
葉
に
す
れ

ば
簡
単
で
す
が
こ
れ
が
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
で
、

は
も
う
少
し
上
が
良
い

よ
」「
足
も
挙
げ
た
方
が
軽

く
な
る
よ
」
と
お
互
い
に

言
い
合
い
な
が
ら
踊
る
の

が
楽
し
く
、
頭
も
す
っ
き

り
し
て
身
体
も
軽
く
な
り

ま
す
。

　

津
山
情
緒
保

存
会
に
も
入
っ

て
お
り
、
津
山

踊
り
や
桜
祭
り

に
参
加
し
て
い

ま
す
。各
流
派
、

学
校
や
病
院
関

係
の
方
々
も
い

て
、
す
ご
く
に
ぎ
や
か

で
楽
し
い
で
す
。

　

不
器
用
で
取
り
柄
の

な
い
私
で
す
が
、
踊
り

の
力
で
楽
し
く
生
き
て

い
ま
す
。

見事なティーショット

華
や
か
な
衣
装
で
優
雅
に
踊
る
駒
牧
さ
ん

「木下大サーカス」チケット販売
【開催期間】令和８年６月27日（土）～９月27日（日）

※�休演日は毎週木曜日（８月13日は開演）�
７月１日・15日、８月５日・12日・26日、�
９月９日・16日

【開催場所】�岡山ドーム東隣特設会場�
（岡山市北区北長瀬表町１-１-１）�
※JR北長瀬駅東800ｍ

【販売価格】�おとな3,600円　こども1,800円�
（税込・前売料金の10%割引の価格）
※�大学・専門学生の取り扱いはコンビニのみのた
め、組合では取り扱いません。
※�チケットは自由席です。指定席を希望の場合は、�
別途コンビ二等での購入が必要となります。

【申込期間】令和８年９月11日（金）注文分まで
観覧希望の方は所属支部まで問い合わせてください。

今月をもって「鈴の音」の掲載を終了させていただきます。
長らくのご愛読、心から感謝申し上げます。
また投稿への協力をいただいた皆さま、ありがとうございまし
た。
来月から始まる新コーナーもぜひご期待ください。

練
習
を
重
ね
て
舞
う

日
本
舞
踊
が
く
れ
た
生
き
方

〈
県
　
内
〉

９
日　

四
役
会
議

20
日

　

青
年
部
定
期
大
会

23
日　

執
行
委
員
会

24
日　

　

社
保
対
担
当
者
会
議

26
日

　

労
対
担
当
者
会
議

〈
県
　
外
〉

４
～
５
日

　

仕
事
確
保
学
習
会

　
全
国
財
政
活
動
者
会
議

11
～
12
日

　

�

全
国
職
訓
生
及
び
講

師
・
実
務
者
交
流
集
会

18
～
19
日

　

�

全
国
賃
金
対
策
活
動

者
会
議

　

�

全
国
税
金
対
策
活
動

者
会
議

24
～
26
日

　

�

全
建
総
連
教
宣
大
学

（
鳥
羽
）

30
日　

　

�

全
国
共
済
活
動
者
会
議

令和８年度 集団健診（７・８月分）
支　部 健診日 健診会場

高　梁
７月２日㈭

（AM) 成羽たいこまるプラザ
（PM) 北房文化センター　　

７月３日㈮ 高梁支部会館

和　気
７月２日㈭ 和気中央公民館
７月３日㈮ 伊部公民館（リフレセンターびぜん）

笠　岡 ７月３日㈮ 笠岡市民会館
新　見 ７月４日㈯ まなび広場

西大寺
７月10日㈮

百花プラザ
７月11日㈯

吉　備 ７月11日㈯ マービーふれあいセンター
久　米 ７月21日㈫ 美咲町 生涯学習センター
児　島 ７月25日㈯ 児島産業振興センター

総　社
７月29日㈬

サンワーク総社７月30日㈭
７月31日㈮

　７月と８月の集団健診をお知らせします（完全予約制）。
　所属支部の集団健診の案内で詳細を確認し、申し込みをお願いします。
　来場の際は、健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守くださ
い。会場ではマスクの着用や手指の消毒に協力いただき、体調不良時は受診
を控えてください。
　日帰り人間ドックやレディース健診、お近くの医療機関で受診できる特定
健診や11月頃から始まる日曜健診等を受診希望の方は、所属支部へ相談・
申し込みをしてください。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。年に１回は必ず受診しましょ
う。
※和気支部は当日申し込み、受診です。
※津山、児島支部は９月も集団健診を予定しています。


